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釈
尊
の
誕
生
伝
説
は
、
歴
史
的
事
実
に
多
分
の
神
話
的
要
素
を
組
み
込
ん
で

い
る
と
い
う
点
に
お
い
て
興
味
深
い
。

先
行
研
究
の
主
眼
は
こ
の
よ
う
な
仏
伝
の
神
話
的
表
現
に
つ
い
て
は
意
識
的

釈
尊
誕
生
伝
説
の
変
遷

に
排
除
し
、
歴
史
的
釈
尊
像
を
構
築
す
る
こ
と
に
置
か
れ
て
き
た
。

だ
が
、
現
存
資
料
が
い
か
に
古
く
て
も
、
そ
れ
ら
が
釈
尊
滅
後
三
、
四
百
年

以
上
を
経
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
鑑
み
れ
ば
、
仏
伝
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
歴
史

的
釈
尊
像
は
推
論
の
域
を
出
な
い
。

仏
伝
か
ら
読
み
取
れ
る
も
の
は
伝
説
を
受
け
継
い
だ
人
々
の
釈
尊
観
で
あ
る
。

そ
の
変
遷
は
単
な
る
空
想
の
付
加
で
は
な
く
、
地
域
と
時
代
毎
の
社
会
背
景

と
、
仏
教
徒
の
具
体
的
信
仰
形
態
を
反
映
し
、
二
足
の
文
化
の
流
れ
に
沿
っ
て

い
る
。
こ
の
流
れ
こ
そ
が
歴
史
的
事
実
で
あ
り
、
仏
教
の
受
容
と
変
容
が
如
実

に
示
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
視
点
か
ら
仏
伝
を
み
る
と
き
、
む
し
ろ
神
話
的
要
素
の
時
代
的
背
景
の

考
察
が
必
要
と
な
り
、
仏
伝
の
記
述
全
て
は
重
要
な
史
料
で
あ
る
。

仏
伝
の
な
か
で
も
神
話
的
要
素
の
最
た
る
も
の
が
誕
生
伝
説
と
い
え
る
。
こ

の
場
面
の
形
成
に
つ
い
て
の
考
察
は
先
行
研
究
の
主
流
で
は
な
い
が
、
こ
こ
に

こ
そ
、
人
々
の
釈
尊
へ
の
願
い
が
表
れ
て
い
る
。
ま
た
、
釈
尊
の
誕
生
と
い
う

出
来
事
を
人
々
が
知
何
に
願
っ
て
き
た
か
と
い
う
問
題
は
、
仏
身
論
や
仏
伝
の

発
展
過
程
の
問
題
と
も
密
接
に
関
係
し
、
仏
教
史
上
非
常
に
重
要
で
あ
る
。

一
連
の
釈
尊
誕
生
伝
説
の
形
成
に
関
し
て
、
文
献
上
か
ら
そ
の
原
初

た
だ
確
実
で
あ
る
の
は
、
仏
伝
図
に
初

さ
て
、

形
態
を
問
う
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、

め
て
誕
生
図
を
表
し
た
の
は
、

ク
シ
ャ

l
ン
朝
下
の
ガ
ン
ダ

l
ラ
地
方
で
あ
る

こ
と
で
あ
る
。

ガ
ン
ダ

l
ラ
の
仏
伝
図
は
、
イ
ン
ド
世
界
と
は
異
な
り
釈

尊
の
生
涯
を
時
系
列
的
に
表
現
す
る
点
、
そ
れ
ま
で
の
イ
ン
ド
世
界
に
お
い
て

周
知
の
よ
う
に
、

二
七
九



不
可
視
の
存
在
で
あ
っ
た
釈
尊
を
、
人
間
の
姿
で
表
現
し
た
点
に
お
い
て
特
記

さ
れ
る
。
こ
れ
は
仏
像
の
出
現
と
と
も
に
「
不
可
視
の
存
在
」
を
「
人
間
化
」

し
た
と
い
う
理
解
も
さ
れ
る
。
だ
が
ガ
ン
ダ
l
ラ
の
誕
生
図
で
は
、
釈
尊
は
母

の
右
脇
腹
か
ら
生
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
文
献
研
究
で
は
「
神
格
化
」
表
現
と

も
さ
れ
る
。
こ
れ
は
知
何
な
る
社
会
的
要
請
の
も
と
、
知
何
な
る
釈
尊
観
か
ら

表
現
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
問
題
に
は
美
術
史
か
ら
の
考
察
が
多
い
。
そ
こ
で
本
論
で
は
、
誕
生
伝

説
の
変
遷
過
程
の
中
で
も
、
ガ
ン
ダ
!
ラ
地
方
と
の
関
わ
り
を
考
察
対
象
と
し
、

方
法
と
し
て
は
文
献
と
美
術
作
品
の
比
較
検
討
を
行
う
。
こ
れ
よ
り
、
ク
シ
ャ

l
ン
朝
下
ガ
ン
ダ
l
ラ
の
仏
教
信
仰
形
態
に
関
す
る
一
試
論
と
し
た
い
。

第
一
章

こ
こ
で
は
ま
ず
誕
生
伝
説
を
記
す
文
献
群
を
検
討
し
、
誕
生
が
物
語
ら
れ
る

パ
!
リ
中
部
経
典
『
希
有
未
曾
有
法
経
』
に
依
っ
て
考
察

際
の
基
本
表
現
を
、

し
た
。本
経
と
他
文
献
と
の
比
較
に
よ
り
、
基
本
表
現
以
外
に
用
い
ら
れ
る
エ
ピ
ソ

ー
ド
、
登
場
人
物
の
変
容
は
、
時
間
的
展
開
の
み
な
ら
ず
、
む
し
ろ
地
域
的
展

開
を
表
す
こ
と
を
論
じ
た
。

例
え
ば
、
釈
尊
の
母
が
「
立
っ
て
出
産
」
す
る
と
い
う
基
本
表
現
は
パ

l
リ

文
献
が
記
す
。
こ
の
背
景
に
は
従
来
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
釈
尊
の
母
の
描
写

に
生
産
・
豊
鏡
の
樹
女
神
ヤ
ク
シ
ニ

l
の
概
念
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
と
忠

わ
れ
る
。
た
だ
、
他
文
献
で
は
こ
の
基
本
表
現
か
ら
付
加
が
み
ら
れ
る
。

二
八
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分
類
す
れ
ば
、
パ

l
リ
文
献
が
立
っ
て
出
産
の
み
、
『
根
本
説
一
切
毘
奈
耶

有
部
破
僧
事
』
、
『
衆
許
摩
翻
帝
経
』
が
天
幕
に
覆
わ
れ
る
伝
説
、
『
ラ
リ
タ
ヴ

ィ
ス
タ
ラ
』
『
マ
ハ

l
ヴ
ァ
ス
ト
ゥ
』
な
ど
の
初
期
大
乗
思
想
が
み
ら
れ
る
と

さ
れ
る
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
仏
伝
、
及
ぴ
漢
訳
仏
伝
、
『
根
本
説
一
切
有
部
毘
奈

耶
雑
事
』
が
「
右
脇
生
」
を
記
す
。
こ
の
理
由
に
は
、
大
別
す
れ
ば
其
々
が
南

方
上
座
部
、
チ
ベ
ッ
ト
、
西
北
イ
ン
ド
の
文
化
的
基
盤
の
影
響
を
受
け
た
こ
と

が
推
測
で
き
る
。

こ
こ
で
、
「
右
脇
生
」
が
以
上
の
北
伝
文
献
に
の
み
見
ら
れ
る
こ
と
に
注
目

し
た
。
こ
れ
は
ど
の
よ
う
な
理
由
に
よ
る
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
先
行
研
究
で
も

言
及
さ
れ
て
き
た
、
『
リ
グ
・
ヴ
ェ
ー
ダ
』
に
み
ら
れ
る
ク
シ
ャ
ト
リ
ヤ
階
級
の

象
徴
説
や
、
古
代
イ
ン
ド
に
お
け
る
男
子
が
母
の
右
脇
に
宿
る
と
い
う
概
念
等

と
の
関
連
は
知
何
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

そ
こ
で
、
原
実
氏
に
よ
り
誕
生
伝
説
の
背
景
と
し
て
指
摘
さ
れ
る
、
ヒ
ン
ド

ゥ
l
教
プ
ラ

i
ナ
文
献
の
「
生
苦
」
の
思
想
と
の
関
連
に
つ
い
て
検
討
し
た
。

こ
れ
は
人
間
が
誕
生
時
に
実
際
に
受
け
る
肉
体
的
苦
痛
と
、
胎
内
で
意
識
を

有
し
て
い
る
胎
児
が
そ
の
苦
痛
に
よ
っ
て
前
世
の
記
憶
を
喪
失
す
る
と
い
う
概

念
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
「
生
苦
」
に
類
似
す
る
表
現
が
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
文

献
及
ぴ
漢
訳
仏
伝
に
顕
著
に
み
ら
れ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

「
右
脇
生
」
を
記
し
て
い
る
『
ラ
リ
タ
ヴ
ィ
ス
タ
ラ
』
『
マ
ハ

i
ヴ
ァ
ス
ト

ゥ
』
は
同
時
に
プ
ラ
l
ナ
と
の
類
似
も
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
ヒ
ン
ド
ゥ

l
イ
ズ

ム
と
の
関
連
が
想
起
さ
れ
る
。

こ
こ
か
ら
、
「
右
脇
生
」
が
説
か
れ
た
背
景
に
は
プ
ラ
l
ナ
も
説
く
「
生
苦
」



の
概
念
が
浸
透
し
て
い
る
前
提
が
あ
り
、
釈
尊
の
誕
生
に
「
生
苦
」
が
避
け
ら

れ
た
と
考
え
る
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
仏
伝
の
説
く
釈
尊
観
に
注
目
し
た
。
そ

れ
は
「
世
間
に
仮
に
現
れ
て
様
々
な
行
を
行
い
、
衆
生
を
救
う
」
と
い
う
「
世

間
随
順
」
の
釈
尊
観
で
あ
る
。
先
行
研
究
で
は
、
こ
の
思
想
は
二
世
紀
中
葉
に

は
西
北
イ
ン
ド
に
存
在
し
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
、
初
期
大
乗
思
想
に
位
置
づ
け

ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
釈
尊
は
成
道
後
だ
け
で
な
く
、
生
涯
を
通
し
て
衆
生
救

済
の
活
動
を
行
う
存
在
と
認
識
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

世
間
に
随
順
し
た
仮
の
誕
生
に
、
世
間
と
は
異
な
る
「
右
脇
生
」
が
必
要
祝

さ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
以
上
の
考
察
か
ら
は
、
釈
尊
の
誕
生
伝
説
は
当
初
か

ら
一
切
の
苦
を
越
え
た
最
後
生
の
人
物
の
誕
生
は
知
何
な
る
も
の
か
を
説
い
て

い
る
こ
と
、
仏
伝
経
典
に
釈
尊
の
前
世
か
ら
の
修
行
が
説
か
れ
る
こ
と
と
関
連

し
て
、
背
景
に
「
生
苦
」
の
概
念
が
指
摘
出
来
る
。
こ
れ
は
ガ
ン
ダ
l
ラ
で
初

め
て
誕
生
図
が
製
作
さ
れ
た
頃
の
西
北
イ
ン
ド
の
思
想
と
し
て
注
目
で
き
る
。

第
二
章

第
二
章
で
は
、
ガ
ン
ダ
l
ラ
の
誕
生
図
に
つ
い
て
、
ま
ず
そ
れ
以
前
の
イ
ン

ド
古
代
初
期
と
比
較
し
て
考
察
し
た
。
こ
の
時
代
で
は
釈
尊
不
可
視
が
貫
か
れ
、

空
間
的
・
叙
景
的
表
現
の
仏
伝
図
が
見
ら
れ
る
。

先
行
研
究
を
整
理
す
れ
ば
、
イ
ン
ド
古
代
初
期
に
は
誕
生
は
象
徴
表
現
に
と

ど
ま
る
こ
と
、
出
家
以
降
に
な
る
と
主
題
が
増
加
す
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。

こ
れ
よ
り
、
イ
ン
ド
古
代
初
期
に
は
誕
生
を
物
語
る
機
運
が
ま
ず
存
在
し
て
い

釈
尊
誕
生
伝
説
の
変
遷

な
い
こ
と
が
分
か
る
。
ガ
ン
ダ

l
ラ
の
誕
生
図
を
、
第
一
章
に
述
べ
た
「
右
脇

生
」
を
記
す
仏
伝
文
献
と
の
関
連
を
検
討
し
つ
つ
考
察
し
た
。
そ
し
て
ガ
ン
ダ

以
上
を
ふ
ま
え
、

ー
ラ
の
誕
生
図
の
主
題
は
、
ほ
ほ
『
ラ
リ
タ
ヴ
ィ
ス
タ
ラ
』
の
記
述
に
反
映
さ

れ
て
お
り
、
製
作
意
図
も
明
確
に
な
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

例
え
ば
、
ガ
ン
ダ
l
ラ
の
二
流
濯
水
図
の
特
徴
と
さ
れ
る
、
イ
ン
ド
ラ
・
ブ

ラ
フ
マ
!
神
の
潅
水
表
現
は
、
『
ラ
リ
タ
ヴ
ィ
ス
タ
ラ
』

(
5
1
M
他
)
と
関
連

の
『
普
曜
経
』
(
吋
ω
・司

-ssg
・
『
方
広
大
荘
厳
経
』
(
吋
ω
・司・

E吋
σ)
に
の
み

存
在
す
る
「
香
水
で
の
洗
浴
」
の
場
面
に
み
る
こ
と
が
出
来
る
。
こ
れ
は
濯
水

と
い
う
よ
り
も
以
上
の
洗
浴
の
場
面
と
比
定
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

ヲ
Q

。

ガ
ン
ダ
l
ラ
の
仏
伝
図
表
現
の
背
景
に
は
歴
史
的
釈
尊
の
生
涯
へ
の

興
味
が
指
摘
さ
れ
る
が
、
以
上
の
事
実
か
ら
、
ガ
ン
ダ
l
ラ
の
仏
伝
製
作
に
関

わ
っ
た
人
々
に
と
っ
て
は
、
釈
尊
は
、
第
一
章
に
述
べ
た
「
仮
に
世
間
に
随
順

し
て
活
動
す
る
」
最
後
生
の
存
在
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、

管
見
で
の
初
例
ほ
ど
の
ガ
ン
ダ
l
ラ
の
誕
生
図
は
出
土
地
に
関
わ
ら
ず
全
て

右
脇
生
で
あ
る
。
ガ
ン
ダ
l
ラ
の
仏
伝
図
の
主
題
は
一
定
し
て
い
る
こ
と
が
特

徴
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
表
現
に
は
異
な
る
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
み
ら
れ

る
為
、
こ
の
事
実
か
ら
は
、
ガ
ン
ダ
l
ラ
で
は
右
脇
生
に
こ
だ
わ
る
宗
教
的
理

由
が
存
在
し
た
と
い
う
見
方
が
自
然
で
あ
る
。

ま
た
、
ガ
ン
ダ
l
ラ
の
誕
生
図
に
現
れ
る
登
場
人
物
の
な
か
で
も
、
布
を
振

り
、
口
笛
を
ふ
く
讃
嘆
神
に
注
目
し
た
。
こ
の
讃
嘆
神
は
古
代
初
期
の
パ

l
ル

二
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フ
ト
彫
刻
に
現
れ
る
だ
け
で
な
く
、
『
ス
ッ
タ
ニ
パ
!
タ
』
の
描
く
誕
生
を
表

す
情
景
に
登
場
す
る
。
そ
し
て
『
ラ
リ
タ
ヴ
ィ
ス
タ
ラ
』
や
『
仏
本
行
集
経
』

は
こ
れ
を
誕
生
の
場
面
に
描
い
て
い
る
。

こ
れ
よ
り
、
ガ
ン
ダ

l
ラ
の
仏
伝
製
作
に
加
わ
っ
た
人
々
は
、
西
方
の
影
響

の
み
な
ら
ず
、
イ
ン
ド
古
代
か
ら
の
伝
承
を
理
解
し
て
い
る
こ
と
が
伺
え
る
。

第
三
章

ガ
ン
ダ

l
ラ
に
お
い
て
は
仏
伝
美
術
と
仏
伝
経
典
は
、

釈
尊
へ
の
讃
美
と
い
う
点
で
軌
を
一
に
し
た
仏
教
徒
の
表
現
活
動
と
捉
え
る
こ

以
上
の
考
察
か
ら
、

と
が
出
来
る
。

そ
こ
で
第
三
章
で
は
、
仏
伝
製
作
の
担
い
手
と
し
て
ダ
ル
マ
・
パ

l
ナ
カ

(
法
師
)
の
存
在
に
注
目
し
た
。
先
行
研
究
で
は
、
こ
れ
ら
の
法
師
が
、
教
理

よ
り
も
釈
尊
の
前
生
謂
や
仏
伝
、
腔
冨
喰
語
か
ら
仏
教
の
教
え
を
汲
み
取
ろ
う
と

す
る
傾
向
に
あ
る
こ
と
、
ガ
ン
ダ

i
ラ
で
は
主
に
教
団
外
周
の
人
々
に
多
く
見

ら
れ
る
存
在
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。

そ
し
て
、
こ
の
法
師
が
民
衆
に
む
け
て
高
ら
か
に
仏
教
の
教
え
を
う
た
っ
た

存
在
で
あ
る
こ
と
は
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
仏
伝
が
プ
ラ
l
ナ
と
類
似
し
た
表
現

を
持
つ
点
と
並
ん
で
興
味
深
い
。
こ
こ
か
ら
、
こ
れ
ら
の
仏
伝
が
民
間
普
及
の

性
格
を
持
っ
た
も
の
で
あ
り
、
享
受
す
る
仏
教
徒
が
す
で
に
ヒ
ン
ド
ゥ
!
の
民

間
信
仰
に
親
し
ん
で
い
る
こ
と
が
前
提
で
あ
る
こ
と
が
想
起
さ
れ
る
。

二
八
二

-ヱ口
占
骨
川
町

ーム
民間

以
上
述
べ
て
き
た
こ
と
か
ら
、
以
下
の
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

ガ
ン
ダ

l
ラ
の
誕
生
図
の
特
徴
で
あ
る
「
右
脇
生
」
を
記
す
文
献
に
注
目
す

れ
ば
、
同
時
代
の
西
北
イ
ン
ド
の
精
神
的
文
化
的
基
盤
を
有
し
た
も
の
と
な
る
。

こ
の
比
較
検
討
に
よ
り
、
誕
生
伝
説
の
「
右
脇
生
」
変
容
は
ガ
ン
ダ

l
ラ
と
密

接
な
関
わ
り
を
持
つ
と
い
え
る
。
背
景
に
は
従
来
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
初
期
大

乗
と
ヒ
ン
ド
ゥ

l
イ
ズ
ム
と
の
関
連
性
が
あ
り
、
こ
れ
が
西
北
イ
ン
ド
に
顕
著

で
あ
り
、
釈
尊
の
誕
生
伝
説
に
変
遷
を
融
潤
し
た
と
指
摘
出
来
る
。

衆
生
救
済
の
為
に
仮
に
世
間
に
随
順
す
る
、
最
後
生
と
し
て
の
誕
生
に
「
右

脇
生
」
が
必
要
で
あ
る
の
は
、
「
生
苦
」
を
避
け
、
仏
伝
経
典
に
説
く
過
去
世

か
ら
の
善
行
と
、
生
涯
を
示
現
す
る
出
生
を
結
び
付
け
る
た
め
と
仮
定
で
き
る
。

た
だ
、
初
期
大
乗
経
典
の
釈
尊
は
パ

l
リ
文
献
と
比
較
す
れ
ば
「
右
脇
生
」
の

超
人
的
存
在
に
み
え
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
同
じ
基
本
構
造
を
も
ち
、
一

貫
し
て
救
済
者
と
し
て
の
最
後
生
の
人
物
の
誕
生
を
説
く
こ
と
に
注
目
し
た
い
。

ガ
ン
ダ

l
ラ
で
の
「
右
脇
生
」
の
誕
生
伝
説
は
、
そ
の
最
後
生
と
し

て
の
誕
生
を
説
く
と
き
に
仏
教
徒
が
対
面
し
た
文
化
的
基
盤
を
物
語
る
。
こ
の

仏
伝
変
容
は
、
釈
尊
の
神
格
化
と
い
う
よ
り
も
そ
の
時
代
精
神
の
反
映
と
捉
え

つ
ま
り
、

ら
れ
る
。

ま
た
、

ガ
ン
ダ
!
ラ
の
仏
伝
図
は
『
ラ
リ
タ
ヴ
ィ
ス
タ
ラ
』
に
み
ら
れ
る
よ

う
な
初
期
大
乗
思
想
と
関
連
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
こ
の
世
間
随
順
の
思
想

と
ガ
ン
ダ

i
ラ
の
仏
伝
製
作
運
動
は
、
大
乗
の
活
動
の
発
展
、
ま
た
釈
尊
観
の



発
達
に
つ
い
て
も
重
要
で
あ
る
こ
と
が
認
識
さ
れ
る
。
こ
れ
に
関
わ
っ
た
人
物
、

ま
た
文
化
的
基
盤
に
つ
い
て
の
考
察
を
進
め
る
べ
き
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
今
後

呉
と
南
唐
政
権
の
集
団
構
成
に
つ
い

の
課
題
と
し
た
い
。

て

久

保

有

道

開
口

は
じ
め
に

第
一
章
呉
太
祖
楊
行
密
期
に
お
け
る
集
団
構
成
に
つ
い
て

第
一
節
初
期
楊
行
密
の
集
団
形
成

第
二
節
揚
州
戦
争
に
見
ら
れ
る
軍
事
的
集
団
の
参
入

第
三
節
楊
行
密
集
団
に
お
け
る
「
黒
雲
都
」
創
設
の
目
的

第
四
節
呉
に
お
け
る
権
力
集
中
化
へ
の
流
れ

第
二
章
呉
か
ら
南
唐
へ
の
勢
力
変
遷
過
程
に
つ
い
て

第
一
節
徐
温
の
政
治
的
な
台
頭

第
二
節
徐
温
に
よ
る
政
治
的
権
力
の
確
立

第
三
節
徐
氏
体
制
へ
の
変
遷

第
三
章
南
唐
烈
祖
徐
知
詰
(
李
昇
)
期
に
お
け
る
集
団
構
成
に
つ
い
て

第
一
節
徐
温
に
よ
る
文
臣
官
僚
の
積
極
的
登
用

第
二
節
南
唐
政
権
に
お
け
る
「
客
」

第
三
節
南
唐
政
権
集
団
の
成
立
背
景

お
わ
り
に

次

は
じ
め
に

唐
末
の
混
乱
期
以
後
、
南
方
に
割
拠
し
た
呉
と
南
唐
の
二
代
政
権
は
、
五
代

呉
と
南
唐
政
権
の
集
団
構
成
に
つ
い
て

二
八
三


